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　私はキャリアカウ
ンセラーという資格
者ですが、仕事に悩
み、迷っている薬剤
師が納得のいくキャ
リアを選択するため
の支援をする専門家
として、現在まで
20年、数多くの薬
剤師の方々にお会い
してきました。
　近年、薬剤師から
の相談では、「今後、
生き残れる薬剤師に
なりたい。今から何
を準備すればいい
か」という内容が増
えていました。特に
2020年は新型コロ

ナウイルスへの感染不安から医療機
関での受診を控える患者が増えたこ
とで、病院や会社の業績悪化、オン
ライン診療やオンライン服薬指導が
本格開始されるという目に見える
変化、また、数年以内に患者情報
の一元管理や電子処方箋の開始等が
明示され、「どうやら今後、薬剤師
に求められるスキルは大きく変化
しそうだ」と感じて相談に来られ
る方が増えているのだと思っていま
す。調剤業務などは目に見えて機械
化が進んでいますので、「単なる資
格保有者」では生き残れないだろう
と危機感を持っている薬剤師は多い
のです。
　今や薬剤師の業務は、病院では、
入院患者の適切な薬物治療に関わり
を持ち、薬の専門家として医師との
連携が求められ、薬局では、患者の

「かかりつけ薬剤師」になること、
高齢者を中心とした在宅医療を担
う仕事に変わっています。調剤業
務を中心とした薬剤師の仕事から、
大きく方向転換していることがわか
ります。
　私が就職した1990年は金融やＳ
Ｅ職が大人気の時代でしたが、その
人気は数年で終わり、その後はメー
カーの人気が復活しました。世の中
は常に変化しています。今や日本の
企業の多くがグローバル展開で、ド
ラッグストアも海外に展開していま
す。これから大学を卒業して、どう
いう仕事をしたいのか。今、世の中
にある仕事ばかりに目を向けず、日
本の将来像に見通しを立ててみて、
どういう仕事が求められそうか、考
えてみるといいでしょう。
　よく言われるように「薬学部に入
学したのだから、薬剤師になるのは
当然」でしょうか？実際に、病院や
薬局、製薬企業以外の進路を選んで
いる先輩たちはたくさんいます。将
来を見通し、医療関連アプリの開発、
オンライン医療等のコンサルティン
グ、会社を設立した先輩もいます。
キャリアデザインに正解はありませ
ん。卒業までじっくりと考えてみて
下さい。
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　厚生労働省は2020年12月２日、
「医療用医薬品から要指導・一般用
への転用に関する評価検討会議」で
スイッチＯＴＣ化の要望と議論を効
果的、効率的に行うための中間取り
まとめ案を示した。要指導・一般用
医薬品では薬剤師が服薬指導・薬剤
選択、フォローアップを担うなど重
要な役割を担うとし、スイッチ化が
可能な医薬品については使用者自身
が症状を判断できるアレルギー性鼻
炎治療薬などを候補に挙げた。
　中間取りまとめは、検討会議で議
論となった事項などをまとめ、スイ
ッチ化の要望と議論を効果的、効率
的に行うことが目的。骨子案の議論
を踏まえ、論点や課題を記載した中
間取りまとめ案として明示した。
　中間案では、スイッチＯＴＣ化に
より、医療用医薬品から転用されて
薬局などで販売されるようになるこ
とで、各ステークホルダーの責任
を明確化した。医療用医薬品では
医師が診断・処方を行い管理するの
に対し、一般用医薬品は使用者自身、
または薬剤師による管理とした。薬
剤師は使用者への服薬指導や薬剤選
択などでも重要な役割を担うと明記
した。
　また、使用者である国民に対して
も、薬剤師に症状や服薬状況などの
個人情報を正確に伝達し、医薬品を
自己選択することへの責任などを求

めるとした。
　スイッチ化が可能な医薬品につい
ては、使用者の状態や変化に応じて、
医師による薬剤選択や用量調整を必
要としない薬剤であることを要件と
した。使用者自身が症状を判断す
ることが可能で、使用者自身の判
断で適正に短期間使用することが可
能な医薬品などを候補とし、アレル
ギー性鼻炎薬や解熱鎮痛薬、過敏性
腸症候群（ＩＢＳ）治療薬を例に挙
げた。
　この日の会議では、スイッチＯＴ
Ｃ化をさらに推進していくために薬
剤師と医師との情報連携のあり方を
めぐって議論が行われた。小縣悦子
構成員（日本女性薬剤師会副会長）
は、医師と薬剤師間の検査情報共有
化に言及。「処方箋以外の共通資料
として検査情報があれば、患者の状
況を知った上で一般用医薬品を使
うのか、もう一度病院の医師に相
談するのかが判断できるため、盛り
込んでもらえるとありがたい」と要
望した。
　笠貫宏座長（早稲田大学特命教授）
は「スイッチＯＴＣ化を推進してい
く上で各ステークホルダーが連携し
ていく環境づくりは重要」と指摘。
検査情報の共有化も「スイッチ化の
課題整理に向けた一つの事例にな
る」との見方を示した。

（2020年12月４日掲載）

薬剤師が重要な役割担う
スイッチＯＴＣ化で中間案

　米アマゾン・ドット・コムは米国
時間の2020年11月17日、米国内で
オンラインで処方箋薬の注文を受け
付け、自宅に配送するサービスを開
始した。アマゾンの有料プライム会
員には無料で薬を迅速に配送し、保
険未加入者に対しても割安で薬を販
売する。2018年に処方薬を一包化
するオンライン薬局「ピルパック」
を買収しており、今回のサービスを
開始することでオンライン薬局市場
への本格参入を図る構えだ。

　顧客は、オンライン上のアマゾン
薬局を通じて、購入可能な先発品、
後発品、剤形や投与量などを確認で
き、スマートフォンやウェブ上から
アマゾン・ドット・コムにアクセス
し、簡単に薬を注文することが可能。
顧客が指定する住所に配送され、ア
マゾンのプライム会員は、アマゾン
薬局に参加する米国内の5万以上の
薬局から薬を無料で受け取ることが
できる。
　アマゾン薬局では、医療保険を使

った場合と医療保険を使わなかった
場合の自己負担額を比較できるよう
にし、最低価格のオプションを選択
できるようにした。保険未加入者で
も先発品であれば最大４割引き、後
発品は最大８割引きで購入が行うこ
とができ、ウェブからの薬購入に
よる利便性だけではなく、薬代の節
約にもつなげる。オピオイド薬な
ど管理が必要な薬剤は取り扱ってい
ない。
　また、ウェブ上から保険情報の追

加や処方箋の管理などを簡単に行う
ことができ、薬についての相談はオ
ンライン上で薬剤師が24時間年中
無休で対応する。
　アマゾンは18年６月、慢性疾患
に対する複数の治療薬を一包化して
提供する「ピルパック」を買収。
ネットで処方箋を受け付け、１回
の服用分を小分けに包装して配送
するオンライン薬局サービスに参入
した。

（2020年11月20日掲載）

 有料会員には無料配送も
オンラインで処方薬注文
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